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L政治の政jき〕
インド日誌

























V ゴア立法議会で2議員（PSP）辞任か一一ゴアの MaharashtrawadiGomantak 
党の支持で Independentとして立候補し当選したゴア立法議会の 2議員（いずれも






Jaisingrao Rane, Cajanan Raicar 
辞表提出は PSP緊急活動家会議できめらjしたもので， 会議終了後発表されたス
テートメントは次のようにのベvζいる。
① ゴアi議会の 2人の PSP議員は政府が〆合併賛成怠凡を一良切ったことに抗議
するため辞表を提出すベケである。
② PSPは合併問題に閃する政府の政策には賛成できない。















Ludhiana発：このほど Rajasthan,M. P., U. P., Bihar, Punjab各州の訪問を終
えた K.D. Malaviya氏は，会議派の下部党員達は“民主々義と社会主義”に満足
せず，より社会主義を支持していると述べた。
, Lucknow発： C.B. Gupta 前UP首相は本日， UP什ICongress Committee 
副委員長の地位を辞任するため辞表を提出した， とM.L. Gautam PCC書記長が
発表した。
この辞表が受理されると， Gupta民は自動的にUP州会議派執行部からもぬけて
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しまうことfこなる。
, Dacca発：東パキスタンの Khulnaで， ヒンズー，ムスリム教徒との紛争によ




























争によれ 14人が殺害された。 (Times of India 1月6日〉
〔労働〕





（西ベンガ、Jレ〉 Calcutta発： Sen凶ベンガJレ州首相は議会で， l月6日より｜司州
で米の最高価格制限を尖施すること，米取引業を許可制とすることを明らかにしたυ
〔政治の動き〕














Gopabandhunagar発：会議派 GeneralSecretary, K. K. Shah, J. R. Chandriki 
両氏の1962,63両年における会議派諸機関の活動報告書要旨は次のように述べてい
る。








多数の高級委員会，すなわち OrganisationalA旺airsCommittee, Constitution 
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Sub-Committee，その他閣僚を含めて党員達の行動を調査する委員会などが設け


















, Gopabandhunagar発： TheCongress Steering Committeeは“民主々義と社
会主義”に関する草案を満場一致で承認した。
〔経済政策〕
























, M. S. Gurupadaswamy PSPの国会議員 AsokaMehta氏の立場を支持ー←M.
S. Gurupadaswamy氏は AsokaMehta氏がPSPから離党勧告をうけたことについ
て，記者会見で次のように詰った。







































, The Congress Working Committeeは総裁と彼の任命ずる 13人のメンバー，
および AllIndia Congress Committeeがそのメンバーのうちから選出する 7人の
メンバーから構成されている。今大会においてこの 7人の改選が行なわれるが，木
日その候補者17人の名前が発表された。’ 彼等は Dr.Ram臼 bl Singl 
Dr. M. C. Davar, Mrs. Indira Candhi，孔1r.Y. B. Chavan, Mr. B. Patnail王， Mr.
G. Rajagopalan, Mr. Mohan Lal Sukhadia, Mr. Sadiq Ali, Mr. K. D. Malaviya, 
Mr. Mahavir Tyagi, Mr. C. B. Gupta, Mr. Gurmukh Singh Musafir, Mr. K. 
Hanumanthaiah, Mr. C. M. Stephen, Mr. S. N. Mishraである。
なお現在の 7名は Mrs.Indira Gandhi, Mr. Y. B. Chavan, Mr. Mahatab, Dr. 
Ram Subhag Singh, Mr. Sadiq Ali, Mr. G. Rajagopalan, Mr. Darbara Singhで
ある。
l この選挙でも左右の争いが注目きれているO (Times of India 1月6日， 1月8

































, Prem Bhasin PSP書記長は2月15日以降全固執行委員会を開き， AsokaMehta 



































, Congress Working Committeeの選挙結果発表一一WorkingCommitteeのう h
AICCのメンバーの中から大会で選出される 7人のメンバーの名前が発表された。
名前は以下の通り。
O Indira Gandhi, 0 Messrs Sadiq Ali, 0 G. Rajagopalan, 0 Ram Subhag Singh, 




In【liraGandhi (347), Sadiq Ali (324), G. Rajagopalan (:'US), Ram Subha広
Singh UH8), Chavan (:3B), Biju Patnaik (293), Mohanlal Sukhadia (268), C. 
B. Cnr山（160),Mahavir Tyagi (109), K. D. Malaviya (107), Shyam Nanclan 













パキスタンの Jessoreや Khulna地方で回教徒とヒンズー教徒が衝突し， ヒンズー
教徒に暴行が加えられているというニュースが伝わっていらい，同教徒とヒンズー































孔fr.Lal Bahadur Shastri, Mr. Morarji Desai, Mr. Jaεjivan Ram, Mr. S. 
K. Patil, Mr. D. Sanjivayya, Mr. N. Sanjiva Reddy, Mr. Fakkhruddin Ahmed, 

















































したもようで， UPIの伝えるところによると， ここ 5日間に死者100名をこえたと
いわれている。
ナンダ内相は暴動のおこった地域を視察した口明日帰る予定はのびるもょう。な
おニューデリーから J.N. Chaudhury陸軍総指令官， S.S.Khera幹事長等が事態
を検討するためカ Jレカッタに到着した。
, P. C. Sen西ベンガJレ州首相は記者団に， カJレカッタ市内での 4日間の紛争で




















つづかないと思う D 、かつて会議派社会党（CongressSocialist Party）が会議派か
ら派生したことがあるのだから。
③会議派は社会を構造的に変えることはできないだろう。会議派は資本主議


























































V ボンベイで暴動一一二ューデリーに入った情報「こよれば， ボンベイの Jogesh.
























































































































































第 1党である NagaNationalist Organisationは現 P.Shilu Ao政府の党である。
なおこれら46人のうち14人は Mokokchung,Kohima 地方か川1＼〔競争で当選し，
又6名は Tuensang地方から VillageCouncil によって選挙され・cいる（注）口これノら
20名はすべて現政権の Aolt;の属する NNO党にhlしている。 Ao内閣の閑僚はす
べて当選した。
（注〉 Tucnsang JUI )Jは他のJtl!)Jに比べて LくjLているため，］U:接選挙は 10年後
に行なわれるだろう， とl交府は説明している。
, Maharashtray-['Iの首相jV. P. Naik Jt;v工ゴアの人々が Maharashtra州と合併す
るための闘いをでさる限り段以jするだろうとのベた。








































Diwan Chand lnsutute of National Affairs主催による＂ 1963年の凹顧”という
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講演会が開かれ， V.K. R. V. Rao計画委員， V.K. K. Menon前国防相， H.C. 




























operation Movement に参加，逮捕。釈放後 KashiVidyapithで再び学校に入
学。
1926年， Servantsof the People Societyに加入し， Allahabadに移る。そ
の後 AllahabadMunicipal Boardに選ばれる 7年間この職につく。
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1930～36年の間 Allahabadの DCCの書記長又は議長として任め，その問 2
度 UPCCの書記に選出O 1937年UP州議員に選挙さる。
1947年UP州内閣の内相及び運輸相を 4年間任め， 1951年会議派書記長とな





’cu P州〉 UPj十｜の会議派委員会の役員選挙は党の WorkingCommitteeが開
かれる 2月初めまで延期されることになった。これは州政府とそれに反対するグル
ープの意見の調整が失敗したためで、ある。
,u P州と MadhyaPradesh国境付近で107名の PSP党員が逮捕された。逮捕さ
れたものの中には 4人の国会議員及び2人の PSP・ U P執行委員も含まれているO
この逮捕ーはUP州の GurOrder及び GurMovement Control Orderに違反した
ためなされたものでヲ PSPメンバーの政府に対する反抗とみられている。逮捕され
た人々は皆 6kgのクツレーをもっていた。
, Panchayat Rajに関するセミナーの席上， JayaprakashNarayan氏は Panchayat
Rajについて次のようにのベた。
インドの社会主義は農村の基木的諸問題を解決することができない。 Pancha-
yat Rajもいまや単なるスローガンになってしまている。会議派は PanchayatRaj 
という概念をもっとはっきりさせなくてはならない。
なおこのセミナーには Rajasthan州の M.L. Sukhadia一首相， Gujarat川｜の B.
Mehta首相， f，可州の PanchayatRaj担当相が参加している。
〔経済政策〕
インド政府は第4次計画に先だち， Bokaro, Ranchi, W ardhaに夫々 2万4000ト
｝ ンの収容能力をもっ建築用鉄鋼販売店を建設すると発表した口このうも Bokaroの
店は HindustanSteelが建設し， Ranchiの店viHeavy Engineering Corporationが
建設する。 Wardhaの店はオーストリアの Voest社が財政的，技術的援助をしてつ
くる予定。










スワタントラ党のM・R・ マサニ氏は 2月1日と 2円に｜〕目く予定のスワタント弓















政府は IndustrialDevelopment Bankを設立することを決定した。この Bankの
立法は2月10円からはじまる予算同会できめられる予定。
この銀行は ReserveBankの付属として ReserveBan lけこ所有されるもので，授
権資本 5億 jレ］－：＇、ー（ l 億0500万ドル）と払込資木1億Jレピー（2100万ドル）よりな
るロ Banl叫 C叫 f山 Actの適用もうけず，普通の商業銀行の短期貸付と競合 t 
するものでもない。この銀行の任務は政府の保証っき又は保I市；なしの銀行・債権で、市
場から金を借り，それを 1年又は 2年で返済する貸付資金とする。政府ーは 1億Jレピ
















代 表 団 長 M. C. Chagla教育相
団長代理 C. S. Jha英連邦千？次官
随員 B.L. Sharma 
1月 25日
〔政治の動き1
B. N. Chal王ravarthy 在ニューヨーク
Narendra Singh 在ニコーヨーク
ナガランド内閣が成立したO首相はP.Shilu Ao氏で， 7名の閣僚と 1名のDeputy
Ministerより構成される。閣僚の名前は以下の通り。
}Iokeishe Serna, Josokie, An広ami,R. C. Chiten Jamin, Akum Imlong, M. 
Kithan, Lutl1pru. 








































このうち56名は会議派， 17名は野党である。 AICCは3月中項に予定される 2年に
1度の上院議員選挙で50議席を確保することができると期待している。 17名の野党
の内訳は PSP6，インド共産党5，スワタントラ党4，共和党 I，独立 1' となっ
ている。
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選挙される76名の各州別内訳は A.P. (6), Assam (2), Bihar (8), Gujarat (4), 
Kerala (3), M. P. (6), Madras (6), Maharashtra (6), Mysore (4), Orissa (3), Punjab 
(4), Rajasthan (3), U. P. (11), W. Bengal (5), Jammu Kashmir (2), Delhi (1), 
H. P. (1）である。
なお任期のき’れる人のうち主な人は次の通り。
Bhupesh Gupta (CPI), G. Rajagopalan, Sadjq Ali （会議派 WorkingCom-
mittee), Dahyabhai Patel （スワタントラ党） P. C. Sethi （鉄鋼，重機械省次官）






















Jammu発： BakshiGhulam MohammedカシミーJレ州 NationalConference委
員長は，同 Conferenceは2月末の Kathua大会において，同 Conferenceがインド











, Trivandrum発： R Sankar, Avdhra Pradesh首相は，来週中にその内閣を総
辞職させ， Chacko内相を除いた新内閣を結成することに決心したといわれている。
〔対外関係〕
モスケワ駐在インド大使 Kaul氏は， ミコヤン第一副首相と約 1時間半にわたっ
て会談した。第4次 5ヵ午JI・阿に対する援助問題を話し合ったものと考えられる。
、
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付録 2 民主主義と社会主義とに関する決議























貧 困 の 一 掃
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2月の動き
経 済 白 書 発 表 一一
インドの食糧危機， 物価上昇は予想以上にきびしく，政府の経済政策に大きな反省’ を迫っている。こうしたときクリシュナマチャリ蔵相は議会に附～畔の経済白書
を発表した（2.21）口それによると農業生産は1962年より減少しつづけ， 1963年から物








































こうした背景のもとに 1月には西べンガJレ升Ivこ暴動がおこり， さらに 2月には賃上
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l P. S. P指導者・会議派との合併を歓迎－P.S. Pの指導者で国会議員の
M. S. Gurapadaswamy氏は「P.S. P と会議派の合併はインドの社会主義勢力の
統ーをもたらすーっの方法である」として歓迎した。
P. S. Pの中には三つの流派があれその一つは合併派，第2は会議派と協力す











l P. Gopalanケララ州会議派議員（CP I）は 1月30日午前 10時より P.T. 
Chacko内相の辞職を要求して断食していたが今日午前8時｛こ断食を解いた。
--19 - 一（ 41 ）一
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又 P.William Kandachira （会議派党員〉氏はその後 C.M. Stephen氏と P.
Gopalan氏に対して懲戒処分を要求して新たな断食に入ったo¥;Villiam氏は処分の
理由として Stephen氏は党内に派閥を作ろうとしたため又 Gopalan氏は Chacko
氏の辞任を断食という手段で要求したためといっているO

































































The Federation of Indian Chambers of Commerce & Industryはその会頭に
カルカッタの著名な実業家 K.P. Goenl也氏を選出した。 Goenka氏は昨年度は同
Chambersの副会頭であった口氏はまた， ReserveBan lく ofIndila, The Central 
Tea Board, The Corporation of Calcutta, The Indian Statistical Institute, The 














































Dangeインド共産党書記長を議長として 2日間の会議を聞いた TheNational 
Campaign Committee of Trade Unionsは， 2月20日に減税，賃上げ，銀行固有
化などを要求して全国的な運動を展開することを決定した。
；経済協力〕

















Jan Sangh, Swatantra, Socialit各政党間で選挙協定成立一一 A.B. Vajpayee, Jan 
















P. T. Chacko内相， K.P. Madhavan Nair川｜会議派議長らと会談したもょう。
' （カシミ －）レ）インド共産党，カシミ －）レの Abdullahの採放要求一一インド、共
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, The Hind Mazdoor Sabhaと TheIndian National Trade Union Congress 
との合併がほぼ決定したといわれる口公式発表は11日以降と思われるC
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' Cケララ州、I)E. M. S.ナンブーディリパソド共産党指導者はネJレ一首相及びナ
ンダ内相に書簡を送 i) P. T. Chackoケララ州内村iの辞職と同氏に対する公正な珂
査を要求したと共産党スポークスマンが発表した口
Vケララナ1,総選挙は1965年2月に一一ケララチト｜を訪fUJじている V.K. Sunclaram, 
Election Commissioner はケララ州総選挙を1965年2月の第 1;EQに行なう予定であ
ると発表した口 Sunclaram氏は選挙の件についてケララ州各政党指導者と会談する口
共産党代表は C.Achutha Menon （ケララ州共産党委員会書記λ 会議派代表は
K. M. Chandy Cケヲ弓川会議派書記長）， P. S. P代夫は AttigalGopala Pill礼i
Ponnara G. Srecdhar. 
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〔経済政策〕
明確な経済政策が必要一－ G. L. Mehta産業信用投資公社（IndustrialCredit and 

















































L. B. Shastri, Morarji Desai, Jagjiwan Ram, Indira Gandhi, S. K. Patil, Y 
B. Chavan Fakhrudclin Ahmed. 
Kamaraj総裁は議会局議長の任務につき， PauditNehru （ネル一首相の妹〕も
兼務する。 Chavan及び FakhrudinAhmedの両氏は前会議派総裁 D.Sanjivayya 
氏と H.Mohammed Ibrahinと交代している。
, S. Shivappaマイソール州P.S. P議長は「マイソ －）レ州 P.S. Pは他の政党
と合併するようなことはしないし AsokaMehta問題についても性急な行動をとら
ないだろう」と語った。
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〔経済政策〕










RAILWAY BUDGET ESTIMATES 
(Rupees in crores) 
Revised 
Actuals Budget 1963-1964Estimate Budget 1964-65
1962-63 1963-64 
Gross tra凪creceipts 566.79 599.69 622.22 668.00* 
Ordinary revenue working 
Appropriation to Depreciation Reserve Fundf:JJe-
362.52 379.18 393.48 414.82 
67.00 80.00 80.00 83.00 
Appropriation to Pension 
19.00t 
Net miscellaneous 
expenditure 13.95 16.40 15.96 17.08 
Total 443.47 475.58 489.44 533.90 
Net Railway Revenue 123.32 124.11 132.78 134.10 
PR~:~:t:s ~o General 
(a)Dividend on Capital 68.76 80.61 82.53 90.73* 
In lieu of Passenger 
Fare Tax 12.50 12.50 12.50 12.50 
Net Surplus 42.06 31.00 37.75 30.87 
十Represeutscontribution from Revenue to the Railway Persion 
Fand to be created from 1 4 1964. 
* This includes the e百ectof the adjustments in freight rates 
including levy of a 2% supplementary charge on al basic freight 
rates, other than export ore, proposed in the budget for 1946-65. 
(Total Estimated increase Rs 11 crores in 1964-65.) 
V ボンベイの財界は鉄道予算発表について「石炭等の運賃率引上げは経済にイン
フレ的効果をもたらし政府の生産費引下げ方針にも反するものである」という見方












東パキスタン紛争の結果， 2万5千人以上の流入者が Assam,Tripura, West 
Bengalに入り，なお多数が流入しようとしている。



















, The Federation of Indian Chambers of Commerce & Industryは鉄道運賃














A. K. Gopalan (C. P. IよN.C. Chatterjee, S. M. Banerjee, Homi Daji, 
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発表前 発 表 後
麦 24.50 29 
輸入小麦 14.50 14.50 （管理価格〉
米 35 40.75 
Gram 19.50 22.50 
Bajra 17 18.50 
孔1aize 14.25 25.50 
Barley 15 16.50 
Dal Arhar 35 42 








Asoka Mehta除名－P.S. Pの全国執行委員会は社会主義運動の創立者の 1人
であり，又前 P.S.P議長であったAsokaMehta氏を除名したと発表した。この決
定は全員一致ではなく 15名が賛成， 3名が反対したO 反対した 3名の名前は Nath
Pai副議長， FaridAmsari, Genda SinghであるQ
今度の処分は Mehta氏が国連のインド代表に指名され，又計画委員会の副議長
のポストを引受けたことからおこった同党内の論争に終止符をうつものである。な
お2日前 JaswantMehta, M. S. Gurupadawamy, Rohit Daveを含む7名の国会
議員が P.S. Pの S.M. Joshi議長に対し 4月に聞かれる予定の全国大会にこの
問題の解決を委託するようにという提案を行ったにもかかわらず、全同大会の前にこ
うした処置をとったものであるO この決定がでてすぐ P.S. Pの指導者や Mehta
氏の支持者は会合をもち今後の活動方針について討議を行った。
P. S. Pがその指導者に対し今度のようなきびしい処分したのは1952年同党創設
以来2度目のことである。 1度は1955年，当時の P.S. P指導者 RamManahan 
Lohia氏が全国委員会から党員権の一時停止を命ぜられたときで，委員会が最終的処












































議長として S.M. Joshi C党議長〕，その他 PremBhasin, Sarendra Nath Dwivedi, ’ V. s凶 rKumar, Brij Mohan Toofanの各氏であるo










て触れ，すでに犯人として逮捕した 3名の名前を発表した0 3名とは AbdulRahim 
Bandey (Hazaratbal寺院の“聖なるヒゲ”の管理人）， Abdul Rashid (Syed Mohd 
の息子）， Kadir ButtであるO ナン夕、内相は「KadirButfがこれらのうち最も重要
な人物でありパキスタンから来てパキスタンに帰ろうとしていた。この事件には他







All-India Railmen’s Federation によって組織された 1万人の鉄道員達が，ーユ
ー・デリーの国会前で，物価手当の即時引上げを要求してデモを行なった。






新 P.L. 480協定の動き A. M. Thomas食糧担当国務相は上院で「インド政
府はアメリカ政府に対し，新たに P.L. 480 協定を結ぶよう提案している」とのべ
た。なお現在の P.L. 480協定は1864年6月に期限がきれる。
〔政治の動き〕

























































































































④工業生産は1963年前半に1962年 4月～9月の生産高を 8%上廻ったc この上
昇トレンドは今後もつづくと予想される。

































C. Subramaniam鉄鋼鉱業重工業相は IndianMachine Tools Manufacturers’ 






Garo Hills （アッサム州） Tura発： PTI(Press Trust of India）特派員からの


















































なお援助は A.I. D.を通して為され，その条件は最初10年聞は%%，残り 30年
は年2%の40年返済で， 10年据置きのド Jレ返済となっている。





に与えた援助は.8億8000万ドル（41億 9000万ルピー〉である。うち 4億 4100万ド
ル（21億Jlノピー〉はドル贈与や借款で、供与され， 4億3900万ドJレ（20億9000万Jレピ







































































⑦多くの批判をよんだ Super Profits Taxは会社の利潤についての特別付加







1963-64 1963-64 1964-65 
予算 修正 予算
関 税 30億1200 32億0000 33億0000
国内消費税 68億7510 70億3470 33億0000
法 人 税 22億2000 27億5000 29億5000
所 得 税 12億0050 11億5710 14億1550
エステート 120 130 130 
財 産 税 9400 1倍、0000 1億0000
支 出 税 100 170 50 
贈 与 税 950 1100 1100 
その他税収 1億9870 2億0460 2億1570
債権収入（DebtServices) 21億7050 22億0460 25億2140
政府収入 6760 8250 8980 
開発計画収入 3億6440 3億3170 3億1990
運輸通信 7460 7200 6800 
金融・造幣 7{13680 5億7370 5億3730
そ の 他 2億4930 1億7480 1億7290
調 整 2億7660 2億9110 3億1080
経常外収入 8億1000 9億4600 14億3310
ム口、 183億6180 191億3680 209億5120













































その他支出 3420 3460 4130 
経常外支出 8億6190 8億4060 14億7500
国防費 70億8500 69億2550 71億7800
合 計 185億2400 182億5340 204億1310




一（ 70 ）一 - 48 -
付録，インド日誌（1964.3月～ 6月）
1 9 6 4年 3月 1日
V強制預金廃止と外資優遇一一大蔵省スポークスマンは，非公式記者会見で新予
算案に関連した若干の補足説明を行なった。














移譲した。引続き政府の統制下におかれる品目は， bottomplates, billets and tin 







































World progress through partnership」をテーマとして討論する予定である旨発表
した。
3月8日


































dつ山つパ】 ( 73 ）一
インド（ 3～6月〉
々の行列が2マイノレも続いた。デモは国会議事堂の正而で集会となり，この集会で















































1. 英国から資本財買付のための500万ポンド借款。沿岸船， l凌諜船， Nahor・































, Rourkelaに暴動発生， 軍隊介入で、秩序回復一一（Bhu banes war発） 19日夜から




















(1) Punjab, Delhi, Himachal Pradesh, (2) Uttar Pradesh, (3) Rajasthan, (4) 
孔1adhyaPradesh, (5) Bihar, (6) Maharashtra, (7) Gujarat, (8) Andhra Pradesh, 
Madras, Mysore, Kerala, Pondicherryの南部諸州，（9）その他－WestBengal, 
Orissa, Assam, Nagaland, Tripura, Manipur。


























































West Bengal, Bihar, Orissa各州の州首相会議は，最近の宗派紛争や労働争議につ
一（ 78 ）一 232-
インド（ 3～6月〉
き検討し，各種の治安対策強化措置を決定した。その主要なものとしては，労働組























196 4年 4月 l日





































一（ 80 ）一 -234-
インド（ 3～6月〉
Vアブドウラ釈放一一(Jammu発） Sheikh Abdullah前 Kashmir首相ほか13名の
政治犯は，検事総長の提訴取下げ申請に伴う特別判事 M.K. Tickoo氏の命令に基



























A. M. Thomas閣外食料相はこの大会に出席しラ食料価格の騰貴（この 1年間で
食用穀物17%，小麦36%，米 8%）に照らし何らかの現則は不可避であるが，規制

















e v米国実業家団，訪印一一米国商務省F・ローズベノレト Jr.次官および J.R. Ga-




































Enquiry Act of 1952に基き，私的経済力集中の範囲と影響を調査，し公共の利益
を擁護する方法を考慮するため，独占委員会を設置した旨下院に通告した。委員長






































などから， Lucknow大会の後に AsokaMehta氏および Praja社会党 Mehta派党
員らが会議派に参加することになるものとみられている。
4月 21日















































































て，現在の IndustrialFinance Corporation, ICICI, Refinance Corporation for 
Industry, National Industrial Development Corporation などの資力が不十分で
あることにかんがみ構想されるに至った。新銀行の特色とみられる点は次の通り。
1. 授権資本が 5億ルビーに上り，さらに必要に応じ10億ノレピーにまで増額さ
れうること。その資金源として，準備銀行の利益の 1音問通ら anindustrial cred-













































































































年1800億yレピー〉， これにより成長率は年7%, 1976年の 1人
当最低消費水準は月20ノレピーとなる。
・農工業の成長…・・第4～5次問成長率，農業所得年4.7%，鉱工建設所得年








統領の同意を得て成立した（ReserveBank of India Bulletin, 5月号）。
5月 18日















































供与する協定が，ソ連PrommashExport副総裁 N.L. Bebenin氏と Heav）ア Elec-






政府の招請により訪印したスーダンの ElFaril王 IbrahimAbboud大統領は‘ イン


























































に関連し滞米中の Y.B. Chavan国防相は，ネル一首相の逝去のためヲ 日程を打切
り急ぎ帰国した。なお援助問題の折衝は差当り B.K. Nehru駐米大使に“引継がれ





オーストリア 1 日 本 60 
カ ナ タ 41 オランダ 11 
フランス 20 イギリス 84 
西 ド イ ツ 95 アメリカ 435 
一（ 94 ）ー -248-
インド（ 3～6月〉




















































































































































, Samyul王taSocialist Party結成－ Praja社会党と社会党はその合同に閏し特
別全国委員会を開催，これにより新たに Samyukta社会党が正式に発足した。同委



































内務 Gulzarilal Nanda 
大蔵 T. T. Krishnamachari 
情報・放送 Indira Gandhi夫人
工業 Swaran Singh 
鉄道 S. K. Patil 
法務・通信 Asoke Kumar Sen 
国防 Y. B. Chavan 
鉄鋼・鉱業 Sanjiva Reddy 
食料・農業 C. Subramaniam 
石油・化学 Humayun Kabir 
国会・民間航空 Satya Narayan Sinha 
潅蹴・電力 H. C. Dasappa 
一（ 100 ) - - 254 -
インド（ 3～6月〉
教育 M. C. Chagla 
労働・雇用 D. Sanjivayya 
授産更生 Mahavir Tyagi 
（閣外相）
公共事業・住宅 Mehr Chand Khanna 
商業 Manubhai Shah 
文化 Nityanand Kanungo 
運輸 Raj Bahaclur 
地域開発協同組合 S. K. Dey 
保健 Dr. Sushila Nayar 
内務 J aisukh Lal Hathi 
外務 Lakshmi N. Menon夫人
労働・雇用 K. Raghuramaiah 
石油・化学 0. V. Alagesan 
社会保障・農村ゴ業 Dr. Ram Subhag Singh 
｛共車合 R. M. Hajarnavis 
潅i概・電力 Dr. K. L. Rao 
計画 B. R. Bhagat 






























, Unit Trust of India，投資信託売出し発表一一〈ボンベイ発〉ユニット投資信








































, Asoka Metha氏ら会議派に復帰一一（Lucknow発）人民社会党（PrajaSocialist 




























2. 規制緩和の対象となる業種を拡大し， industrialchains, transformer oil, 
insulating paper, high tensile galvanized steel wires, laboratory glassware, de-




























































副大臣（20名〕は P.S. Naskar氏および TarakeshwariSinha夫人を除き，すべ
ての再任されたが，各担当は 8名のみ不変で，他は全面的に変更された。











































v国営貿易公社，ロッテlレダムに支店開設一一国営貿易公社 StateTrading Corp. 
はインドと西欧諸国との貿易関係を拡大強化する計画の一部としてロッテノレダムに
支店を開設した。新支店には次の 3課がおかれる。
Commission Agecy and Marketing Section 
Barter or Link Section 






, (Bombay発）共産党左派指導者 Gopalan氏は， CPI全国委員会の条件付32名
資格停止提案は受容れ難いと言明したO























































Vダス委員会報告書公表一一中央政府は PratapSingh Kairon前 Punjab州首相
の不正行為に関する DasCommissionの報告書の概要を閣議に付した上公表した。
同報告書は， Kairon氏自身に関する委員会の判定， その他の閣僚ないし高級職員





















































































醸金の受付は StateBank of Indiaなど主要9銀行で行なわれる。
Vインド， 対米余剰農産物協定改訂交渉へ一一（ワシントン発〕 1960年米印余剰
農産物協定の期間満了を迎え， V.Shankar食料次官が新協定交渉のため昨日当地





, Shah商相， 対印投資を誘ヲト十（ニューヨーク発） Manubhai Shah商相は25


















































, IFC，綿織機会社に投融資 国際金融公社 IFCは，インドおよびスイス資本
と共同で， Madras州、lCoimbatoreに新設される綿織機製造会社 LakshmiMachine 
Works Ltd.に計138万ドノレの投融資を行なう旨発表した。 Lakshmi社は資本金2500
万ルビーで，うち， IFCが200万ルヒO一，スイス資本 RieterMachine Works Ltd. 































































































見当とかなり伸び悩んでおり，これを打開するため， National Coal Development 
Corporationの改編など，生産体制の変革が検討されていると伝えられている。
, Unit Trust of India，投資信託売出し一－UnitTrust of Indiaは1964年ユニット
信託売出計画により， StateBank of Indiaはじめ全国約4000の銀行店舗を通じ，
ユニット投資信託の売出しを開始した。
Unit Trust of Indiaは“UnitTrust of India Act, 1963”に基き公的部門に設
立された投資信託会社で，インド経済において貯蓄の生産的投資への投入を助ける
ことを目的としている。当初資本は5000万ノレピーで，準備銀行2500万ルピー，イン









クリシュナマチャリ蔵相はニューデリーにおける StateBank of Indiaで、の売出
し開始に当たり，この投資信託計画を，広範な人々の生産への参加を可能ならしめ





























































代表の 1人 HarkishenSingh Surjeet氏は，会議終了後，分派側に関する限り統一
交渉は終ったと語った。
会議に出席した代表者は，分派側ではこの Surjeet氏のほか， JyotiBasuおよび
Promode Das Gupta両氏，書記局側では G.Adhikari, C. Rajeshwar Rao, Bhu-
pesh Guptaの各氏であった。


















連間協定が， N.2¥1. Silouianovソ連経済参事官と P.Govindan Nairインド大蔵次
官補との間で，ニューデリーで調印された。今回の協定は Bhilai製鋼所における




















































V開発計画に外資の役割を強調一一（Bombay発） Indian Investment Centreの














































































v首相官房強化一一大蔵省 L K. Jha経済担当次官は，新設の首相官房長官（Sじー
cretary to the Prime Minister）に任命された。これに伴い，既存の首相秘書：J店
















































































































































































































































準備銀行の推定 グ 5%または 6%
第3次5ヵ年計画での推定（1961～71年間〉グ 6% 

























v食料事情一一（Luchnow発） U. P. J十IVidhan Sabhaで，共産党， Swatantra党





市内には約200の倉庫があり，査察は 1週間を要するものとみられる。 M.P. Singh 
監察長官代理は食料在庫の押収との見方を否定し，在庫をチェックしているだけと
説明した。他方，査察の報道は市場に不安をもたらしており， 30日の食料入荷は通
常の 2万5000のmaundsに比し4000maundsに止まっている。 Foodgrain & Oilse-
ed Dealers' AssociationのBhaniRam Gupta事務局長は，デリー市における協会




基き，食用穀物隠匠防止令（DelhiPrevention of Hoarding of Foodgrains Order) 
を公布した。これにより，食用穀物の在庫につき， 1種類につき 10quintals以上，
全種類合計で 25quintals以上を保有することは， 犯罪として裁判に付されること







ロ口 目 1963. 7. 1964. 7. 
Jowar 28.00～ 32.00 57.50～ 67.00 
Barley 32.00～ 34.00 64.25～ 66.50 
Bajra 36.00～ 39.00 59.00～ 60.25 
Mai2.e 33.50～ 36.00 60.50～ 62.25 
Gram 42.50～ 44.25 71.00～ 72.31 
Wheat 41.50～ 52.25 48.25～ 59.00 
乱foong 56.00～ 72.00 104.50～110.00 
乱foth 28.50～ 31.00 67.00～ 68.50 
Masoor 55.00～ 63.00 80.50～ 87.00 
一（ 132）ー 178-
イ ン ド
Mustard Oil 206.00～212.00 335.00～386.00 
Groundnut Oil 180.86～190.25 268.00～281.50 
Til Oil 176.84 273.50 
Sugar 116.75～119.00 138.65～139.95 
Gur 80.00～ 83.00 98.00～100.00 








The Econ01nic Times C 6月12日〉
インド政府工業省は1963年9月24日に採択の決議第4 (22) LIC. POL./63号に基い




































































1.工業用鎖 2.変圧器用油 3.絶縁紙 4.高張性亜鉛引鋼鉄線 5.実験用ガ


















































































































































196 4年 8月 1日
v産業金融公社，開発銀行の子会社へ一一中央政府および準備銀行はその保有す
る産業金融公社（IndustrialFinance Corporation-IFC)の株式を， 先般発足した
















｝ に対し，小麦十2肌 εram十州， jowar十56%と品目別に大きな較差のあること
も，ヤミ資金と結びついた投機の動きを映ずるものとみられている。
























































































・共産党｝一一BhupeshGupta, Prabhat Kar, A. K. Gopalan, 
・SSP一一一G.Murahari, H. V. Karnath, Farid Ansari, 
• Swatantra-Dahyabhai Patel, 

































, UPCC議長に Tτipathi氏一一カマラジ会議派議長の裁決により行われた UPC
c Cウツタノレ・プラデシ会議派委員会〕議長選挙の投票数え直しの結果， 310対307




















(The Economic Times; The Times of India) 
!Bihar州水害， 150万被害一一一（Patna発） B. C. Patel 州国税相が議会で•Bihar州
内での水害状況につき説明したところによれば，被災地域は Darbhanga,Muzaffa-






























































































































































のもの， ③同 1億ノレピー以上2.5億lレピー未満のものの 3部に分たれる。第 1部類
の銀行の預金金利は， ｛ 
期間7ヵ月以上 4 % 
グ 1年以上 4X'% 
グ 2年以上 4巧%
グ 3年以上 4%% 
グ 4年以上 5 % 
グ 5年以上 5泌%
グ 6年以上 5%% 





























































































在のところ， Rajasthan,U. P., GujaratヲMaharashtra,Anclhra Pradeshおよび







mmittee for International DevelopmentのSaulM. Linowitz議長に宛てた書簡
で，インドには「センセーショナノレな報道にも拘らず餓死はない」とのベた。同大
使によれば，インドの食料信機は深刻であるが，農民や家庭での食料保有について












































































































































































































































































































































































































Jana Sangh党 V.K. Saklecl閣議員提出にかかる Mishra内閣不信任案を168対99票
で否決した。この不信任案は州首相が政府機構を濫用し，政敵を抑圧するとともに
支持者たちの不正行為を保護しているという理由で提出されたもので，サミュクタ
















































































































































































































































































































































ノレピーで， 1週間前に比し 2！レピー上昇している。 Federation of Indian Grain 
Trade Chambersのスポークスマンは，価格の上昇を Punjabでの価格上昇，水害
による輸送コストの増大などに起因するものと説明している。
Vインド農民の貧困一一－Delhi Citizens Council の食糧問題シンポジウムで，


























































V ウガンダに砂糖工場設立援助一一ウガンダ計画相 A.A. Nekyon氏とインド






















































































































































である (J.B. Kripalani議員）， 米ソの理解の促進に努力し，また中国の重要性を
軽視してはならない（RamManohar Lohia博士）， パキスタンはインドの領土を
中国に与えたばかりでなく， カシミーノレで、紛争を激化させている（V.K. Krishna 















































































































196 4年 10月 1日



















T 1963～64年度貿易収支改善一一輪山入貿易統制機構（Importand Export Tra-















































































































































































































































































































































































































































































































































































の創設とその建設および資本計画に AmericanInternational Oil Companyの協力
(collaboration）を求める旨を正式に決定した。政府はこの計画につきかねて Gulf石
油， クエート政府， Bur・mah-Shellなどを含む諸方面と折衝していたが，今回の決




V食糧の不正取引に略式裁判一一大統領は1955年の EssentialCommodities Act 


















































































































































































































れたネノレ一博物館（NehruMemorial Exhibition and Museum）の開館を宣言し，
故首相の遺品，著書，書き物などが氏族の遺産の一部となったと挨拶した。
Vネjレー記念貨幣発行一一一記念日行事の一環として， 1ルピーおよひ、50パイセの

























































































































' （ハイデ、ラバード発）アンドラ州、IA. Balarami Reddi州農業相は州首相会議
帰着後の記者会見で，ハイデ、ラバード市に法定配給制を実施することを原則的に承
認したこと，その時期は未決定であることなどを明らかにしたコ


















































































































































れた政策で、あると強調，重ねてこの要求を拒否した。討論のなかで K.N. Tiwari 
会議派議員は，アメリカにおける 10キロ・トン原爆のコストを 175万ルピーとした
原子力委員長 H.J. Bhabha博士の発言に言及，原爆製造が経済を損うものでない



























































































1962. 5 195.3 
1962. 12 171.4 
1963. 12 172.6 


































































































































































































V商相，輸出努力強化を要請一一一（マドラス発） Manubhai Shah商相は Board

































































Vブルガリアへ鉄鉱輸出一一インド鉱物金属貿易会社（Minerals and Metals 














V カシミーノレ政府，パクシ前首相を釈放一 (Jammu発） Jammu and Kashmir 



















価 20%の現行保護関税を延長せよとの勧告を受理し， さらに napthol, 2-amino-






















る協定が， Oiland Natural Gas Commissionとイタリアの ENIの子会社 Nuovo







































































































































































































































































































Vインド船舶の最大限利用一一（カルカッタ発） National Shipping Boardの




















幹部には A.K. Gopalan （議員団長）， P. Sundarayya, Harkishan Singh Surjeet, 
P. Ramamoorthy, Basava Punniah （以上中央政治局員）の各氏らが含まれ，州、l別
にはケララ130，アンドラ130，マドラス86，マハラシュトラ43，ノξンジャブ43，グ
ジャラート26，アッサム13, ウタノレ・プラデシ19，デリー 9ヲ ピハーノレ9，西ベン










































































(The Times of India, Dec. 25, 1964) 








a. 会社が1951年産業（開発規制）法〔theIndustries (Development and 
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